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維
新
の
身
勝
手
に
あ
き
れ
る

選
挙
を
も
て
あ
そ
ぶ
暴
挙
だ
。

ど
れ
だ
け
弁
を
弄ろ

う

し
て
も
、
こ
の

政
治
判
断
は
理
解
で
き
な
い
。

日
本
維
新
の
会
代
表
の
吉
村
洋

文
大
阪
府
知
事
と
副
代
表
の
横
山

英
幸
大
阪
市
長
が
辞
職
し
、
２
月

８
日
投
開
票
の
衆
院
選
に
合
わ
せ

て
出
直
し
選
を
仕
掛
け
た
。

維
新
の
念
願
で
あ
る
大
阪
都
構

想
の
実
現
に
向
け
、
民
意
の
後
押

し
を
得
た
い
と
い
う
。

都
構
想
の
賛
否
は
住
民
投
票
で

し
か
問
え
な
い
。
唐
突
な
衆
院
選

に
乗
じ
、
わ
ざ
わ
ざ
知
事
選
と
市

長
選
を
す
る
必
要
は
な
い
。

２
人
が
当
選
し
て
も
任
期
は
元

々
予
定
さ
れ
た
来
年
４
月
ま
で
な

の
で
、
１
年
後
に
ま
た
選
挙
を
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

さ
す
が
に
維
新
の
中
で
も
異
論

が
広
が
る
。
大
阪
市
議
団
か
ら
否

定
的
な
意
見
が
多
く
上
が
り
、
国

会
議
員
の
総
会
で
賛
成
し
た
の
は

わ
ず
か
だ
っ
た
。
強
引
な
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
は
党
内
に
禍
根
を
残
す
可

能
性
が
あ
る
。

大
阪
都
は
、
維
新
の
母
体
で
あ

る
大
阪
維
新
の
会
が
当
初
か
ら
看

板
政
策
と
し
て
掲
げ
て
き
た
。
大

阪
府
と
大
阪
市
の
二
重
行
政
を
な

く
す
手
段
と
し
て
、
大
阪
市
を
廃

止
し
、
東
京
都
の
よ
う
に
複
数
の

特
別
区
を
新
設
す
る
構
想
だ
。

２
０
１
５
年
と

年
に
住
民
投

票
を
し
た
が
、
い
ず
れ
も
否
決
さ

れ
て
い
る
。

三
た
び
実
現
を
目
指
す
転
機
と

な
っ
た
の
は
昨
年

月
の
連
立
政

権
入
り
だ
。
東
京
が
被
災
す
る
事

態
に
備
え
、
副
首
都
を
整
備
す
る

こ
と
に
自
民
党
と
合
意
し
た
。

大
阪
を
想
定
す
る
維
新
は
、
副

首
都
の
要
件
と
し
て
特
別
区
の
設

置
を
挙
げ
て
い
る
。

吉
村
氏
は
都
構
想
に
２
度
の
反

対
を
突
き
付
け
た
民
意
を
軽
ん
じ

て
い
な
い
か
。
２
度
目
の
住
民
投

票
に
知
事
と
し
て
関
わ
り
、
僅
差

で
敗
れ
た
直
後
に
「
僕
自
身
が
挑

戦
す
る
こ
と
は
も
う
な
い
」
と
述

べ
て
い
た
。

大
阪
が
ど
の
よ
う
な
都
市
で
あ

り
た
い
か
を
決
め
る
の
は
住
民
で

あ
る
。
政
党
や
首
長
が
無
理
強
い

す
べ
き
で
は
な
い
。

維
新
の
支
持
基
盤
が
厚
い
大
阪

で
も
、
ダ
ブ
ル
選
は
冷
や
や
か
に

受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

知
事
選
は

日
に
、
市
長
選
は

日
に
告
示
さ
れ
る
。
辞
職
表
明

か
ら
告
示
ま
で
の
日
数
が
短
い
こ

と
も
あ
り
、
選
挙
戦
は
盛
り
上
が

り
そ
う
に
な
い
。

他
の
主
要
政
党
は
候
補
者
の
擁

立
を
見
送
っ
た
。
身
勝
手
な
選
挙

に
は
付
き
合
え
な
い
と
い
う
意
思

表
示
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
で
吉
村
氏
と
横

山
氏
が
当
選
し
て
も
「
都
構
想
を

推
進
す
る
こ
と
が
信
任
さ
れ
た
」

と
は
言
え
な
い
。

副
首
都
構
想
は
都
制
度
と
の
関

連
を
含
め
、
与
党
内
で
十
分
に
検

討
さ
れ
て
お
ら
ず
、
法
案
提
出
の

見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
。
維
新

の
動
き
は
性
急
に
過
ぎ
る
。

副
首
都
に
関
心
を
持
つ
九
州
の

自
治
体
は
冷
静
に
是
非
を
判
断
し

て
も
ら
い
た
い
。

維
新
で
は
国
会
議
員
や
地
方
議

員
の
不
祥
事
が
相
次
ぐ
。
今
月
は

国
民
健
康
保
険
料
の
支
払
い
逃
れ

が
発
覚
し
た
兵
庫
県
議
ら
６
人
が

除
名
処
分
を
受
け
た
。

理
屈
が
通
ら
な
い
ダ
ブ
ル
選
に

打
っ
て
出
る
よ
り
も
、
党
内
の
規

律
を
徹
底
し
、
信
用
回
復
に
努
め

る
こ
と
が
先
決
だ
。

※ － は観測データなし
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立
憲
民
主
、
公
明
両
党
に
よ
る
新
党
「
中
道
改
革
連
合
」
の
設
立
に

伴
い
、
過
去
４
回
の
国
政
選
挙
で
発
生
し
て
い
た
「
民
主
党
」
と
書
か

れ
た
票
を
立
民
と
国
民
民
主
党
に
振
り
分
け
る
「
案
分
」
は
解
消
さ
れ

る
見
通
し
と
な
っ
た
。
全
て
国
民
の
得
票
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。

立
民
、
公
明
両
党
は
存
続
す
る

も
の
の
、
衆
院
選
は
中
道
と
し
て

戦
う
た
め
「
立
憲
民
主
党
」
「
公

明
党
」
と
書
い
た
票
は
無
効
と
な

る
可
能
性
が
高
い
。

旧
民
主
党
の
流
れ
を
く
む
立
民

と
国
民
は
、
２
０
２
１
年
と

年

の
衆
院
選
、

年
と

年
の
参
院

選
で
、
い
ず
れ
も
比
例
代
表
の
略

称
を
「
民
主
党
」
と
届
け
出
た
。

公
選
法
は
、
複
数
の
政
党
が
同

じ
略
称
を
使
う
こ
と
を
禁
じ
て
い

な
い
た
め
だ
。
同
一
略
称
が
書
か

れ
た
票
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
効
得

票
の
割
合
に
応
じ
て
票
を
案
分
す

る
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
民
主
党
と
書
か
れ

た
票
は
両
党
に
振
り
分
け
ら
れ
て

い
た
。
総
務
省
が
結
果
を
公
表
し

て
い
る

年
衆
院
選
で「
民
主
党
」

は
３
６
２
万
６
３
２
０
票
あ
り
、

立
民
に
２
９
５
万
票
余
り
、
国
民

に

万
票
余
り
が
振
り
分
け
ら
れ

た
。今

回
、新
党
は
略
称
を「
中
道
」

と
す
る
方
針
。
国
民
の
み
が
略
称

を
「
民
主
党
」
と
届
け
れ
ば
、
全

て
国
民
の
得
票
と
な
る
見
込
み

だ
。公

選
法
で
は
、
比
例
名
簿
を
提

出
し
て
い
な
い
政
党
の
名
称
や
略

称
が
書
か
れ
た
票
は
、
無
効
と
さ

れ
る
。
「
立
民
」
「
公
明
」
票
に

は
、
こ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
そ
う

だ
。

中道 設立で案分解消
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衆
院
選

比
例
代
表

熊本市に年度内配備計画 長
射
程
ミ
サ
イ
ル

説
明
お
ざ
な
り

ＨＰのみ…住民 不十分

陸
上
自
衛
隊
健
軍
駐
屯
地
（
熊
本
市
）
に
反
撃
能
力
（
敵
基
地
攻
撃
能
力
）
の
あ
る
長

射
程
ミ
サ
イ
ル
を
２
０
２
５
年
度
末
ま
で
に
配
備
す
る
計
画
が
進
む
中
、
防
衛
省
は
住
民

説
明
会
を
開
か
な
い
姿
勢
を
続
け
て
い
る
。
同
省
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
で
の
情
報

発
信
で
十
分
と
す
る
が
、
住
民
は
「
不
十
分
だ
」
と
反
発
す
る
。
地
元
自
治
体
は
「
国
が

判
断
す
る
こ
と
」
と
す
る
一
方
、
国
側
は
「
地
元
首
長
が
求
め
て
い
な
い
か
ら
だ
」
（
防

衛
省
関
係
者
）
と
責
任
を
押
し
付
け
合
う
よ
う
な
構
図
も
。
高
市
早
苗
首
相
は
「
現
実
的

で
強

き
ょ
う

銒じ
ん

な
安
全
保
障
政
策
へ
と
踏
み
出
す
」
と
意
気
込
む
が
、
識
者
は
「
住
民
が
置
き

去
り
に
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。

反
撃
能
力
は
、
政
府
が

年

末
に
改
定
し
た
安
保
関
連
３
文

書
で
保
有
が
明
記
さ
れ
た
。
昨

年
８
月
に
は
、
防
衛
省
が
健
軍

駐
屯
地
へ
の
国
産
長
射
程
ミ
サ

イ
ル
「

式
地
対
艦
誘
導
弾
能

力
向
上
型
」
の
配
備
計
画
を
発

表
。
同
省
は
健
軍
へ
の
配
備
理

由
と
し
て
南
西
地
域
の
防
衛
力

強
化
な
ど
を
挙
げ
る
。

同
省
は
熊
本
県
や
熊
本
市
に

配
備
計
画
を
説
明
後
、
同
９
月

に
九
州
防
衛
局
の
Ｈ
Ｐ
に
配
備

理
由
や
安
全
性
な
ど
９
項
目
を

記
し
た
Ｑ
＆
Ａ
を
掲
載
。
そ
の

後
、
小
泉
進
次
郎
防
衛
相
は
国

会
な
ど
で
「
（
Ｑ
＆
Ａ
を
通
じ

て
）
積
極
的
な
発
信
に
努
め
て

い
る
」
と
し
て
、
住
民
説
明
会

を
行
わ
な
い
考
え
を
繰
り
返
し

示
し
て
い
る
。

た
だ
、
Ｑ
＆
Ａ
は
ミ
サ
イ
ル

の
運
用
に
関
し
「
具
体
的
な
展

開
場
所
や
運
用
要
領
は
事
態
の

様
相
に
応
じ
て
判
断
」
と
記
す

な
ど
あ
い
ま
い
な
表
現
も
少
な

く
な
い
。
駐
屯
地
近
く
の
自
治

会
長
、能
丸
親
さ
ん

は「
有

事
に
住
民
を
ど
う
避
難
さ
せ
る

か
な
ど
、
具
体
的
な
こ
と
は
何

も
書
い
て
い
な
い
」
と
話
す
。

健
軍
駐
屯
地
の
周
辺
は
学
校

や
病
院
な
ど
が
立
ち
並
び
、
地

元
で
は
配
備
で
攻
撃
目
標
と
な

る
こ
と
を
不
安
視
す
る
声
も
あ

る
。
Ｑ
＆
Ａ
は
「
（
配
備
で
）

我わ

が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
そ

の
も
の
の
可
能
性
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
も

の
の
、
健
軍
商
店
街
振
興
組
合

理
事
長
の
井
川
正
宏
さ
ん

は
疑
問
を
口
に
す
る
。
「
説
明

会
を
す
る
の
が
筋
。
大
丈
夫
と

言
う
の
な
ら
き
ち
ん
と
説
明
で

き
る
は
ず
で
は
な
い
か
」

九
州
防
衛
局
に
よ
る
と
、
Ｑ

＆
Ａ
の
閲
覧
回
数
は
今
月

日

ま
で
に
約
３
２
０
０
回
に
と
ど

ま
る
。
県
と
同
市
に
は
住
民
説

明
会
開
催
を
求
め
る
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
が
、い
ず
れ
も「
国

の
専
管
事
項
な
の
で
国
が
判
断

す
る
こ
と
だ
」
と
し
て
い
る
。

同
省
は
昨
年

月
、

年
度

に
予
定
す
る
「
対
空
電
子
戦
部

隊
」
の
配
備
に
つ
い
て
の
住
民

説
明
会
を
沖
縄
県
・
与
那
国
島

で
開
催
。
九
州
で
も
、
昨
夏
の

佐
賀
市
へ
の
陸
自
オ
ス
プ
レ
イ

移
駐
や
同
８
月
の
宮
崎
県
へ
の

航
空
自
衛
隊
Ｆ

Ｂ
ス
テ
ル
ス

戦
闘
機
配
備
を
巡
っ
て
住
民
説

明
会
を
し
た
経
緯
が
あ
る
。

同
省
幹
部
は「
熊
本
の
場
合
、

地
元
首
長
が
住
民
説
明
会
を
要

望
し
て
い
な
い
」
と
強
調
。
別

の
同
省
関
係
者
も
「
説
明
会
を

し
て
も
反
対
意
見
が
出
る
だ
け

で
開
く
意
味
が
な
い
」
と
突
き

放
す
。

首
相
は
、

日
公
示
の
衆
院

選
で
安
保
３
文
書
の
再
改
定
前

倒
し
な
ど
防
衛
力
強
化
に
つ
い

て
も
信
を
問
う
考
え
だ
。
昨
年

月
の
衆
院
予
算
委
員
会
で
も

長
距
離
ミ
サ
イ
ル
配
備
に
つ
い

て
「
わ
が
国
の
抑
止
力
・
対
処

力
を
向
上
さ
せ
る
重
要
な
取
り

組
み
だ
」と
意
義
を
強
調
し
た
。

大
阪
成
蹊
大
の
佐
道
明
広
特

別
招

し
ょ
う

聘へ
い

教
授
（
安
全
保
障
政

策
史
）は「
防
衛
力
強
化
の
下
、

九
州
・
沖
縄
は
部
隊
配
備
な
ど

が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
熊
本

の
ケ
ー
ス
は
配
備
だ
け
一
方
的

に
進
め
、
住
民
の
安
全
に
対
す

る
考
え
が
欠
け
て
い
る
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
」と
指
摘
す
る
。

長
射
程
ミ
サ
イ
ル
は
、
熊
本

を
は
じ
め
、
宮
崎
な
ど
各
地
に

配
備
が
予
定
さ
れ
る
。
佐
道
氏

は
「
配
備
の
リ
ス
ク
に
触
れ
ざ

る
を
得
な
く
な
る
か
ら
説
明
会

を
や
り
た
く
な
い
の
だ
ろ
う
」

と
し
、
「
自
治
体
も
住
民
の
側

に
立
っ
て
い
な
い
。
不
安
が
和

ら
ぐ
よ
う
国
に
働
き
か
け
る
べ

き
だ
」
と
語
る
。

（
古
川
大
二
、
山
口
新
太
郎
）
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大
義
な
き
戦
い

佐
藤

正
明

原
口

総
務
相

立
民
に
離
党
届

政
策
も
理
念
も
な
い

立
憲
民
主
党
の
原
口
一
博
元

総
務
相

衆
院
佐
賀
１
区

は

日
、国
会
内
で
記
者
会
見
し
、

立
民
と
公
明
党
が
結
成
し
た
新

党
「
中
道
改
革
連
合
」
に
入
党

せ
ず
、
自
ら
立
ち
上
げ
た
政
治

団
体
「
ゆ
う
こ
く
連
合
政
治
協

会
」
を
政
党
化
す
る
と
発
表
し

た
。

日
公
示
の
衆
院
選
に
は

佐
賀
１
区
か
ら
立
候
補
す
る
。

日
に
立
民
に
離
党
届
を
提
出

し
た
と
い
う
。

原
口
氏
は
会
見
で
、
衆
院
選

ま
で
に
政
党
要
件
の
「
国
会
議

員
５
人
以
上
所
属
」
を
目
指
す

と
説
明
。
候
補
者
を
全
国
で

人
、
う
ち
九
州
で
は
５
人
擁
立

す
る
と
の
目
標
も
掲
げ
た
。
消

費
税
廃
止
な
ど
を
主
張
す
る
と

し
て
い
る
。

原
口
氏
は
立
民
衆
院
議
員
１

人
も
合
流
す
る
と
し
た
が
、
こ

の
議
員
は
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

で
否
定
。立
民
幹
部
に
よ
る
と
、

こ
の
議
員
は
中
道
に
入
党
届
を

提
出
し
た
。

原
口
氏
は
、
中
道
結
成
に
つ

い
て
「
政
策
も
理
念
も
分
か
ら

な
い
ま
ま
に
決
ま
っ
た
。
今
ま

で
自
公
政
権
に
対た

い

峙じ

し
て
や
っ

て
き
た
こ
と
は
何
だ
っ
た
ん

だ
」
と
批
判
。
立
民
の
現
職
衆

院
議
員
１
４
８
人
の
う
ち
１
４

４
人
が
中
道
に
入
党
意
向
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
「
も
う
一
つ

の
政
権
政
党
を
、
と
い
う
こ
と

で
戦
っ
て
き
た
仲
間
と
別
れ

る
。
断
腸
の
思
い
だ
」
と
述
べ

た
。（

古
川
大
二
、
平
峰
麻
由
）

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

長
崎
県
知
事
選
あ
す
告
示

現
新
３
人
の
争
い
へ

長
崎
県
知
事
選
が

日
、
告

示
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
無
所
属

で
、
２
期
目
を
目
指
す
現
職
の

大
石
賢
吾
氏

と
、
共
産
党

県
常
任
委
員
で
同
党
が
推
薦
す

る
筒
井
涼
介
氏

、
元
副
知

事
の
平
田
研
氏

の
新
人
２

人
が
立
候
補
す
る
意
向
を
表
明

し
て
い
る
。
自
民
党
県
連
の
支

持
基
盤
が
大
石
氏
と
平
田
氏
に

割
れ
、
２
０
２
２
年
の
前
回
に

続
く
保
守
分
裂
選
挙
と
な
る
見

通
し
。
全
国
平
均
よ
り
早
く
進

む
人
口
減
少
の
対
策
な
ど
が
争

点
と
な
る
。
投
開
票
は
衆
院
選

と
同
じ
２
月
８
日
。

大
石
氏
は
前
回
、
自
民
県
連

の
推
薦
を
受
け
た
が
、
今
回
は

自
身
の
政
治
資
金
問
題
が
影
響

し
、
同
県
連
の
推
薦
を
得
ら
れ

な
か
っ
た
。
自
民
支
持
団
体
の

県
医
師
連
盟
や
建
設
業
協
会
の

ほ
か
、
同
党
の
県
選
出
国
会
議

員
の
一
部
が
支
援
す
る
。

平
田
氏
は
自
民
、
立
憲
民
主
、

国
民
民
主
の
各
県
連
が
推
薦
し

「
与
野
党
相
乗
り
」
の
態
勢
を

整
え
た
。

年
知
事
選
で
敗
れ

た
前
知
事
を
支
え
た
自
民
県
議

に
加
え
、
現
県
政
に
反
発
す
る

同
党
の
県
選
出
国
会
議
員
ら
が

支
援
に
回
る
。

自
民
党
本
部
は

日
、
党
本

部
と
し
て
は
「
自
主
投
票
」
で

対
応
す
る
と
正
式
発
表
し
た
。

筒
井
氏
は
労
働
団
体
や
市
民

団
体
が
支
援
し
て
い
る
。
最
低

賃
金
の
１
５
０
０
円
へ
の
早
期

引
き
上
げ
を
主
張
。
住
民
の
一

部
が
立
ち
退
き
を
拒
む
石
木
ダ

ム
（
長
崎
県
川
棚
町
）
建
設
事

業
の
即
時
中
止
も
公
約
に
掲
げ

る
。無

所
属
で
の
立
候
補
を
表
明

し
て
い
た
元
大
学
助
手
の
田
中

隆
治
氏

は
出
馬
し
な
い
見

通
し
。
有
権
者
数
は
１
０
６
万

４
５
２
７
人
（
昨
年

月
１
日

現
在
、
県
選
管
調
べ
）
。

（
長
崎
県
知
事
選
取
材
班
）
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